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９
月
14
日
、
15
日
及
び
19
日
の
３
日
間

に
わ
た
り
決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
平
成
28
年
度
各
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
１
件
に
つ
い
て
執
行
部
か

ら
詳
細
な
る
説
明
聴
取
と
質
疑
を
通
じ
て
、

慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
13
日
に
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
を
開
催

し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
２
件
に
つ
い
て
慎
重
な

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
13
日
に
産
業
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案

２
件
に
つ
い
て
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
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務
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岡
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澤
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義

ど
お
り
事
業
が
達
成
さ
れ
た

も
の
と
認
め
ら
れ
る
内
容
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
に
つ
き
ま
し

て
は
、
基
幹
財
源
で
あ
り
ま

す
市
税
を
は
じ
め
、
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
を
活
用
し
、
自

主
財
源
の
安
定
的
な
確
保
と

併
せ
て
、
行
財
政
改
革
を
一

層
推
進
し
、
事
業
効
果
を
慎

重
に
判
断
し
な
が
ら
、
健
全

財
政
運
営
を
維
持
す
る
こ
と

を
念
頭
に
置
き
、
行
政
運
営

を
進
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。

行
っ
て
い
る
が
、
隣
接
地
に

そ
れ
ら
の
機
能
を
持
っ
た
施

設
を
建
設
す
る
理
由
は
。

答　

大
網
小
学
校
で
は
、
今

後
児
童
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
平
成

31
年
度
に
は
学
童
保
育
室
を
校
舎
外
に
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
子
育
て
交
流
セ
ン

タ
ー
に
そ
の
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
と
し
た
。

問　

保
育
士
処
遇
改
善
事
業
に
お
い
て
、
来

年
度
以
降
も
市
は
現
在
の
事
業
を
継
続
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　

保
育
士
を
確
保
す
る
た
め
に
、
県
補
助

金
が
継
続
さ
れ
れ
ば
、
本
市
と
し
て
も
本
事

業
を
継
続
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

●
議
案
第
８
号

問　

市
の
業
務
委
託
先
が
変
わ
る
こ
と
に
伴

新
た
に
午
後
の
診
療
を
開
始
し
た

と
の
こ
と
だ
が
、
現
在
の
状
況
は

ど
う
か
。

答　

午
後
診
療
に
お
け
る
一
月
あ

た
り
の
患
者
数
は
６
月
が
１
９
６

人
、
７
月
が
２
４
６
人
、
８
月
が

３
１
５
人
で
あ
り
、
増
加
傾
向
に

竣
工
と
い
う
流
れ
と
な
る
。

　

９
月
12
日
に
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
議
案
４
件
、
陳
情
１
件
に
つ
い

て
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
結
果

　

議
案
第
１
号
、
議
案
第
３
号
、
議
案
第
７

号
及
び
第
８
号
は
原
案
可
決
。

　

陳
情
第
５
号
は
不
採
択
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
１
号

問　

現
在
大
網
小
学
校
で
学
童
保
育
等
を

い
、
委
託
金
額
の
変
更
は
あ
る
の
か
。

答　

千
葉
県
町
村
会
か
ら
千
葉
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
へ
業
務
委
託
先
を
変
更
す
る
も

の
で
あ
り
、
委
託
金
額
の
変
更
は
な
い
。

主
な
意
見

●
陳
情
第
５
号

　
「
北
東
ア
ジ
ア
地
域
で
の
軍
事
的
緊
張
が

高
ま
っ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
日
本
を
防
衛

す
る
観
点
か
ら
も
機
動
性
に
優
れ
た
機
体
で

あ
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
を
中
止
さ
せ
て
し

ま
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
」
な
ど
の
陳

情
に
反
対
の
意
見
や
、「
米
軍
の
発
表
に
も

あ
る
よ
う
に
、
人
為
的
な
ミ
ス
で
墜
落
事
故

が
頻
繁
に
起
こ
る
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
構
造
的

欠
陥
を
抱
え
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
こ
の
陳
情
は
戦
闘
機
す
べ
て
を
否

定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
危
険
な
オ
ス
プ

レ
イ
に
関
し
て
飛
行
を
中
止
す
る
よ
う
求

め
て
い
る
の
で
あ
り
、
賛
成
す
る
べ
き
」

と
の
陳
情
に
賛
成
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
終
了
後
、
東

金
市
外
三
市
町
清
掃
組
合
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
等
を
現
地
視
察
し
ま
し
た
。
現

在
の
稼
働
状
況
な
ど
に
つ
い
て
清
掃
組

合
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

審
査
結
果

　

議
案
第
５
号
及
び
議
案
第
６
号
は

原
案
可
決
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
６
号

問　

小
中
池
公
園
再
整
備
に
つ
い
て
、

何
年
位
の
ス
パ
ン
で
事
業
計
画
を
考

え
て
い
る
の
か
。

答　

現
段
階
は
最
初
の
構
想
の
段
階

で
あ
り
、
年
次
計
画
と
い
う
も
の
は

定
ま
っ
て
い
な
い
。
今
回
、
構
想
を

検
討
し
基
本
的
な
考
え
方
が
定
ま
れ

ば
、
次
の
段
階
と
し
て
施
設
の
計
画

を
策
定
し
、
そ
の
後
設
計
、
工
事
、
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任
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会
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審
査
結
果

　

認
定
第
１
号
は
認
定
。

審
査
報
告

　

平
成
28
年
度
に
お
い
て
は
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
や
権
限

移
譲
に
よ
る
社
会
保
障
費
の

増
加
な
ど
、
本
市
の
財
政
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
、

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
歳

入
と
し
て
は
、
地
方
消
費
税

交
付
金
は
前
年
度
よ
り
減
額

と
な
っ
た
も
の
の
、
市
税
に

つ
い
て
は
個
人
住
民
税
、
固

定
資
産
税
及
び
軽

自
動
車
税
が
、
徴

収
体
制
の
強
化
等

に
よ
り
収
納
額
は

上
向
い
て
お
り
ま

す
。

　

一
方
、
歳
出
と

し
て
は
、
第
５
次

総
合
計
画
を
基
本

に
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
概
ね
計
画

審
査
結
果

　

議
案
第
２
号
及
び
議
案
第
４
号
は

原
案
可
決
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
４
号

問　

大
網
病
院
で
は
本
年
６
月
か
ら

あ
る
。
ま
た
、
午
後
診
療
を
行
っ

て
い
る
の
は
内
科
、
外
科
、
整
形

外
科
で
あ
る
。

決
算
特
別
委
員
会

委
員
長
　
前
之
園
　
孝
　
光

副
委
員
長
　
小

倉

利

昭

委
　
　
員
　
森
　
　
　
建
　
二

委
　
　
員
　
蛭

田

公
二
郎

委
　
　
員
　
堀

本

孝

雄

委
　
　
員
　
黒

須

俊

隆

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
視
察ゴミ処理施設を見学

行
政
視
察
研
修
概
要

所
掌
事
業
の
調
査
・
研
究
の
た
め
、
産
業

建
設
常
任
委
員
会
及
び
総
務
・
文
教
福
祉
常

任
委
員
会
に
よ
る
行
政
視
察
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。
研
修
内
容
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

○
視
察
日　

10
月
３
～
５
日

○
視
察
先
・
事
項

◦
防
府
市
「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
及
び
ゴ
ミ

減
量
化
の
取
り
組
み
」

ゴ
ミ
選
別
施
設
と
バ
イ
オ
ガ
ス
化
施
設
を

併
設
、
さ
ら
に
隣
接
す
る
下
水
道
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
汚
泥
も
合
せ
て
、
国
内
初
の
効
率
的

な
廃
棄
物
発
電

を
実
施
し
売
電

も
行
っ
て
い
る
。

施
設
稼
働
に
合

わ
せ
て
、
紙

パ
ッ
ク
な
ど
資

源
ゴ
ミ
の
分
別

回
収
品
目
を
増

や
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
率
の
向
上

を
図
る
。

◦
広
島
市
「
集
中
豪
雨
災
害
被
災
地
の
復

旧
・
復
興
状
況
」

平
成
26
年
の

集
中
豪
雨
に
よ

り
被
害
を
受

け
た
地
区
を
対

象
と
し
て
、
住

民
の
意
見
を
取

り
入
れ
た
復
興

ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
を
策

定
。
国
・
県
・

市
が
連
携
し
砂

防
堰
堤
、
避
難

路
、
雨
水
排
水
施
設
の
整
備
及
び
住
宅
再
建

の
支
援
を
10
年
計
画
で
行
っ
て
い
る
。

行
政
・
住
民
が
一
体
と
な
り
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

◦
呉
市
「
空
き
家
対
策
」

市
で
は
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
、
空

き
家
が
増
加
傾
向
。
空
き
家
の
解
体
費
用
を

一
部
補
助
す
る
事
業
を
行
い
、
危
険
な
空
き

家
の
解
消
を
進
め
る
一
方
、
空
き
家
バ
ン
ク

や
移
住
者
の
住
宅
取
得
支
援
事
業
に
よ
り
、

定
住
人
口
増
加
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
未
登
記
の
建
物
な
ど
課
題
も
多
い
。

○
視
察
日　

10
月
11
～
13
日

○
視
察
先
・
事
項

◦
南
城
市
「
観
光
危
機
管
理
計
画
」

市
内
に
は

様
々
な
観
光
資

源
が
あ
り
、
年

間
２
７
０
万
人

が
訪
れ
る
。
災

害
が
発
生
し
た

場
合
、
観
光
客

へ
情
報
発
信
・

避
難
誘
導
を
行

う
た
め
沖
縄
県

の
市
と
し
て
は
、

初
め
て
観
光
危

機
管
理
計
画
を
策
定
し
た
。

安
心
安
全
な
観
光
地
と
し
て
の
南
城
ブ
ラ

ン
ド
の
形
成
を
目
指
し
て
い
る
。

◦
読
谷
村
「
知
産
地
笑
の
取
り
組
み
」

知
産
地
笑
と

は
、
地
元
を
知

る
事
で
物
が

産
ま
れ
地
元
が

盛
り
上
が
り
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る

村
づ
く
り
を
目

指
す
取
り
組
み
。

村
で
は
農
業
な

ど
の
第
一
次
産

業
が
盛
ん
で
、

昔
か
ら
紅
い
も

の
産
地
で
あ
っ
た
が
、
生
で
の
商
品
価
値
は

あ
ま
り
無
か
っ
た
。

平
成
元
年
か
ら
村
を
上
げ
て
、
紅
い
も
の

商
品
開
発
に
取
り
組
み
、「
紅
い
も
タ
ル
ト
」

を
産
み
出
し
た
。
地
元
農
家
は
販
売
先
が
確

保
さ
れ
、
紅
い
も
の
生
産
に
一
層
力
を
入
れ

て
い
る
。

村
民
に
愛
さ
れ
る
村
づ
く
り
を
続
け
る
こ

と
で
、
村
を
発
展
さ
せ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

◦
糸
満
市
「
教
育
の
日
・
教
育
月
間
」

市
で
は
、「
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
・

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
解
決
す
る
」
と
い
う

考
え
の
基
、
毎
年
１
月
10
日
を
教
育
の
日
と

し
て
市
内
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
を
学

校
開
放
し
、
地
域
住
民
は
誰
で
も
参
観
で
き

る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
学
力
向
上
の
た
め
の
取

り
組
み
と
し
て
「
問
い
を
意
識
し
た
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
構
築
を
図
る
」

こ
と
等
を
目
標
と
し
て
い
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
・
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

防府市・環境に優しいゴミ処理施設広島市・被災地の復旧工事現場

読谷村・地域振興センターにて 南城市・観光危機管理計画とは


